
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立ひまわり特別支援学校 ）     学校番号 ３０１                          【様式】 

目 指 す 学 校 像 子ども一人ひとりの可能性を伸ばし、自立と社会参加を目指した力を育む学校        

          

重 点 目 標 

１ 児童生徒一人ひとりの障害の状態等に応じた個別最適な学びと協働的な学びの充実（学力向上） 
２ 安心・安全な学校生活のための教育体制や環境の整備（安心・安全） 
３ 学校と家庭、地域、関係機関と連携・協働した学校づくり（地域とともにある学校づくり） 
４ 特別支援教育の専門性を向上し、チームで取り組む人材育成（教職員の資質向上） 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月１２日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

学力向上 

（現状） 

〇個別の指導計画を踏まえた指導を行ってい

る。学校課題研究では、「児童生徒がキラ

リとかがやく授業づくり」を目指し、「個

別最適な学び」と「協働的な学び」のさら

なる充実に向けて組んでいる。 

（課題） 

〇学校課題研究をさらに推進させ、児童生徒

の個別最適な学びと協働的な学びの推進を

していく必要がある。 

〇知的障害教育部門高等部の開設２年目とし

て必要に応じて教育内容の修正をする必要

がある。 

・個別最適な

学びと協働

的な学びの

授業実践を

校外へ発信

をする。 

①本校独自の「よい授業の観点」や

「授業評価シート」を作成し、

授業づくりや授業改善等に活用

する。 

②授業において、児童生徒の実態に

応じて効果的かつ積極的にＩＣ

Ｔを活用する。 

①保護者アンケートにおいて、授業

関連項目のＡ評価が 80%以上とな

ったか。 

 

②教職員アンケートにおいて、ＩＣ

Ｔ活用に関する項目のＡ評価が

63%以上となったか。 

①教室内に設置されたプロジェクターを有効

活用し、日常的に ICT を活用することがで

きた。また、児童生徒の個に応じたスイッ

チの活用が進んだ。保護者アンケート関連

項目の A評価が 76.9％であった。                                                                           

②教職員アンケートにおいて、ＩＣＴ活用に

関する項目のＡ評価が 58.3%であった。 

A 

・今年度の成果と課題を明確に

し、次年度の教育活動を更に充

実させるよう検証していく。 

 

・それぞれの教諭が、ＩＣＴの 

活用も含めて、一人ひとり 

の実態に応じた対応をされて 

いた。その取組の積み重ね 

が、「文部科学大臣優秀教職 

員組織表彰」に繋がったのだ 

と感じる。 

・知的障害教育部門について 

は、来年度３学年揃うところ 

で、教育内容の修正が図れる 

とよい。 

・知的障害教

育部門高等

部の開設２

年目として

教育内容の

修 正 を 行

う。 

①教育課程検討委員会を学期に１回

以上実施する。 

 

 

②知的障害教育部門高等部において

教育内容の修正を図る。 

①保護者アンケート（知的障害教育

部門）において、個別の指導計画

に関する項目のＡ評価が 70%以上

となったか。 

②教育内容の改善点を基に年度末ま

でに次年度の指導計画を作成する

ことができたか。 

①保護者アンケート（知的障害教育部門）に

おいて、個別の指導計画に関する項目のＡ

評価が 58.3%となった。 

②知的障害教育部門高等部において、教

育内容の修正を図ることができた。特

に職業教育等のための関係機関との連

携を強化することができた。 

B 

・次年度、知的障害教育部門高等

部が開設３年目となるため、教

育内容の修正を強化していく。 

 

 
 

2 

安心・安全 

（現状） 

〇学校全体で事故防止に努めている。ヒヤリ

ハット事案については必ず全教職員で情報

共有をしている。 

〇主治医作成の指示書をもとに、看護師と担

任が連携して安全な医療的ケアの実施を行

っている。 

（課題） 

〇安全で健康な生活を送れるように教育体制

と環境整備を進める必要がある。 

〇児童生徒の状態に応じた組織的な教育支援

体制のさらなる充実が必要である。また、

職員間の報告・連絡・相談・見届けの徹底

が必要である。 

・考え得るリ

スクについ

て未然防止

と危機管理

体制の確立

を行う。 

①ヒヤリハット事案の蓄積と分析に

より検討した対応策を全教職員

で情報共有する。 

 

②毎月の校内の安全点検を実施する

とともに、発見した危険個所に

ついては迅速に対応する。 

①危機管理委員会においてヒヤリハ

ット事案を分析し、全教職員に傾

向と対応策を情報共有することが

できたか。 

②安全点検で発見したすべての危険

個所への対応を行ったか。 

①危機管理委員会を学期１回、開催しヒ

ヤリハットの事案について毎回、情報

共有を図ることができた。また、事案

についてデータ化することでヒヤリハ

ットが起きやすい時間帯等の分析を進

めることができた。 

②安全点検で発見したすべての危険個所

への対応を行うことができた。 

 

 

 

 

 

 

A 

・引き続きヒヤリハットや想定さ

れるリスクを情報共有すること

で、事故の未然防止を図ってい

く。 

 

・安心・安全については、事案 

 がないことが当たり前になる 

 と思うが、今後評価指標を設 

 定する際に、客観性のある指 

 標を設定するとよい。 

・知的障害高等部生徒の学区が

広いため通学の安全が課題と

なっている。そこで、地域の

学校が作っている安全マップ

等を提供してもらえると、広

い学区の危険個所が確認でき

るのではないか。 

・児童生徒一

人ひとりの

状態に応じ

た組織的な

教育支援体

制の充実を

図る。 

①年間３５回以上の学部主任会を実

施し、全校児童生徒一人ひとりの

健康状況及び支援に関する情報共

有を確実に行う。 

②必要に応じて関係機関と連携を図

るとともに、各学期１回以上の校

内支援委員会を実施する。 

①主任会を年間３５回以上実施し、

児童生徒に関する情報共有ができ

たか。 

 

②校内支援委員会を各学期１回以上

実施し、情報共有及び支援方法の

検討を行うことができたか。 

①主任会を計画通りに実施し、児童生徒

の健康状態を中心に情報共有を図るこ

とができた。（32回 2／12 現在） 

②校内支援委員会を各学期１回以上行う

ことができた。児童生徒の個に応じた

対応に向け、情報共有及び支援の検討

を行うことができた。 

 

 

 

 

A 

・引き続き児童生徒の安心・安全

な教育活動の充実に向け、報

告・連絡・相談・見届けを密に

していく。 

3 

地域とともにある学校づくり 

（現状） 

〇学校運営協議会において、学校、家庭、地

域との連携・協働について熟議を行い、挨

拶運動や作品展等、充実したかかわりをも

つことができている。 

（課題） 

〇地域資源を活用した教育活動の充実を図る

ために、地域との連携・協働体制の整備が

必要である。 

〇地域の特別支援教育のセンターとして、本

校の取組について情報発信の更なる充実が

必要である。 

・学校運営協

議会でビジ

ョンを共有

し、地域と

の連携・協

働について

協議する。 

①学校運営協議会において、学校、

家庭、地域との連携・協働につい

て熟議を行った結果を効果的に発

信する。 

②学校、家庭、地域等が連携・協働

した新たな教育活動を実施する。 

①保護者アンケートにおいて、関連

項目のＡ評価が 75%以上となった

か。 

 

②学校、家庭、地域等が連携し、新

たな教育活動を実施することがで

きたか。 

①保護者アンケートにおいて、関連項目のＡ

評価が 76.9%となった。 

②今年度新たに、学校運営協議会において、

児童生徒からの提案で、学校、家庭、地

域、関係機関等との連携・協働によって種

をまいて、ひまわりを育てる取組「ひまさ

きプロジェクト」を実施することができ

た。 

A 

・引き続き「学校・家庭・地域で

連携してできる取組」をテーマ

に学校・家庭・地域・関係機関

が協働できるようにする。 
・引き続き居住地校等との交流及び共

同学習の充実を図っていきたい。 
 

 

・初めて立ち上げた「ひまさき 
 プロジェクト」は、学校・保 
 護者・地域を繋ぐ素晴らしい 
 取組だった。この取組を通し 
 て、新たな繋がりが広がって 
 おり、引き続き持続的な活動 
 として続けられるとよい。 
・新しく立ち上げた行事を外部 
 に向けて発信していくこと 
 で、「ひまわり特別支援学 
 校」の取組を広げることに繋 
がっており、素晴らしい。 

・市内に本校

の取組や特

別支援教育

についての

情報発信に

努める。 

①各種通信や HP 等について学校の

教育活動等の取組について月１回

以上情報発信する。 

②特別支援学校のセンター的機能を

発揮し、特別支援教育に関する情

報発信を行う。 

①保護者アンケートにおいて、関連

項目のＡ評価が 80%以上となった

か。 

②教職員アンケートにおいて、セン

ター的機能に関する項目のＡ評価

が 55%以上となったか。 

①学校だよりや学部だより、HP で本校の

教育活動にについて情報発信した。関

連項目のＡ評価が 84.6%となった。 

②教職員アンケートにおいて、関連項目

のＡ評価が 44.2%となった。センター

的機能において、市立小・中学校に

350 件以上の支援をすることができ

た。 

B 

・引き続き、学校の情報発信に努

め、特別支援学校のセンター的

機能を充実させ、地域貢献を行

う。 

 

 
 

4 

教職員の資質向上 

（現状） 

○児童生徒がキラリとかがやく授業づくりを

目指し学校課題研究を進めている。 

〇会議の精選やデジタル化、ペーパーレス化 

をはじめ、業務改善に取り組んでいる 

（課題） 

○教職員一人ひとりのキャリアや担当する児

童生徒の障害の状態等に応じた専門性を向

上させる必要がある。 

・特別支援教

育の専門性

の向上に向

け、学び続

ける教員を

育成する。 

①キャリア振り返りシートや特別支

援教育専門性向上シート等を活用

した対話に基づく研究推奨を行い

教員個々の課題研究に取り組む。 

②障害教育部門や学部を越えたユニ

ットを構成し、個々の教員の強み

を発揮し、主体的かつ協働的に授

業研究に取り組む。 

①教職員アンケートにおいて、研修

に関する項目のＡ評価が 50%以上

となったか。 

 

②教職員アンケートにおいて、授業

改善に関する項目のＡ評価が 45%

以上となったか。 

①教職員アンケートにおいて、関連項目

のＡ評価が 47.9%となった。教員が、特

別支援教育の専門性の状態を把握する

シートを記入することで、自身が専門

性の状況を自己理解できるようにし、

主体的に今後の専門性向上について考

えられるようにした。 

②教職員アンケートにおいて、関連項目

のＡ評価が 41%となった。 

A 

・引き続き、教員が肢体不自由と

知的障害の２つの専門性の向上

に努めていく。 

 

・教員一人ひとりが研究のテー 

 マを決めて取り組み、ＰＤＣ 

 Ａシートも独自で作成してい 

 る。個に切り込んだ形で取り  

 組まれているところが素晴ら 

 しい。教員も個別最適な学び 

 ができている。 

・特別支援学校は、学部でまと 

 まることが多いが、「ユニッ 

 ト」という形で学部を越えた 

 取組ができている。 


